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Hondaが策定した 2030年ビジョンは、「すべての人に、『生活の可能性が
拡がる喜び』を提供する ̶ 世界中の一人ひとりの『移動』と『暮らし』の進
化をリードする ̶ 」というステートメントで表されるものです。このビジョン
を達成するため、21世紀の方向性の活動指針である「喜びの創造」「喜びの
拡大」「喜びを次世代へ」の 3つの視点で、取り組みの方向性を定めました。
まず、 「喜びの創造」を実現するのが、 「『移動』と『暮らし』の価値創造」
です。「自由で楽しい移動の喜びの提供」と「生活が変わる・豊かになる喜
びの提供」をめざして、「モビリティ」「ロボティクス」「エネルギー」の 3 つ
の分野に注力していきます。
次に、「喜びの拡大」を実現するのが、「多様な社会・個人への対応」です。
先進国や開発途上国にかかわらず多様な社会に向けて、また、多様な文化・

価値観を持つすべての人に向けて、最適な商品・サービスを提供することで、
人々の喜びを、さらに拡げていくことをめざします。
最後に、「喜びを次世代へ」を実現するのが、「クリーンで安全・安心な社
会へ」です。環境と安全の領域でのナンバーワンをめざして、さらに資源を
投入し、カーボンフリー社会と、交通事故ゼロ社会の実現をリードする存在
となることをめざしていきます。
また今回のビジョンでは、Honda普遍の想いに立ち返り、「量」から「質」
へと大きく舵をきりました。それが、我々の企業姿勢である「質の追求によ
る成長」です。「提供価値の質」と「取り組みの質」を徹底して追求してい
くことで、喜びの輪を拡げ、より輝くHondaブランドをめざします。
このビジョンの実現に向けて、限られた経営資源を有効活用し、既存ビジ
ネスの転換や進化、新価値創造を行っていきます。

すべての人に、「生活の可能性が拡がる喜び」を提供する
̶  世界中の一人ひとりの「移動」と「暮らし」の進化をリードする  ̶

質の追求による成長

注力すべき事業視点 : 経営資源の有効活用

2030年ビジョン

《喜びの創造》
「移動」と「暮らし」の価値創造

《喜びの拡大》
多様な社会・個人への対応

《喜びを次世代へ》
クリーンで安全・安心な社会へ

● 自由で楽しい移動の喜びの提供
● 生活が変わる・豊かになる喜びの提供

● カーボンフリー社会の実現をリード
● 交通事故ゼロ社会の実現をリード

● 社会特性や個人の状況に合わせた、
最適な商品・サービスの提供
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